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※事務局記入欄 

№ 208 

【様式２】 

エントリー学校名：和歌山県 有田川町立石垣小学校 

活動名：いしかき人権プロジェクト ～地域との協働による人権学習～ 

解決すべき課題︓  

本校は、地域の核家族化・少子化の進行によって児童数が減少傾向にあり、今年度は単式学級に加え、
複式の学級編成も行われた。 
児童数・学級数減少に伴い、人間関係の固定化やコミュニケーション能力に課題のある児童が多いという課

題がある。 

目標・方針：  
●文部科学省『令和元・２年度 人権教育研究推進事業人権教育総合推進地域』指定 
○研究テーマ 
 「自他を大切にし、互いに認め合い、共によりよく生きる児童生徒の育成～関わり合う活動を通して～」 
・仮  説︓人権学習単元を軸とした地域との協働で、自尊感情を高め、よりよく生きる児童を育成する 

活動内容︓  

（１）人権学習単元様式の提案〔研究主任として〕【計画】＜資料＞ 
＊重点的に取り組む人権課題に向けたアプローチ 
＊人権教育における三側面（知識的、価値的・態度的、技能的）の関連を明確化 

 （２）人権学習単元を軸とした人権教育【実行・評価】 
・道徳科と特別活動での研究授業と研究協議＜写真①＞ 
・地域との連携（例︓神社の祭礼に参加、保育所・中学校との交流、役場や福祉協議会から外部 

講師招聘、地域高齢者サロンへの参加、地域行事への参加）＜写真②＞ 
・人権教育総合推進事業会議への参加と経過発表 

 （３）教育支援事務所・町教育委員会指導主事の指導訪問による指導・助言【改善】 

活動の成果︓  
●人権課題にせまる人権学習単元の確立と来年度への課題把握 
＊和歌山県の重点的に取り組む人権課題（障害者・高齢者） 

●地域との新たな協働（地域資源の積極的活用）＜写真③＞ 

祭礼の復活 
総合的な学習の時間に３年生が神社の学習で関係者の方と関わることで、５ 
年前より途絶えていた粥占いが復活し、実体験することができた。 

高齢者との 
交流 

地域健康教室の交流に加えて、地域高齢者サロンにも参加した。更に、つなが 
りの継続のため寒中見舞いの作成を児童が考え、直接手渡すことで喜んでもら
った。 

●Ｑ-Ｕの実施（７月と１月に実施） 
両月の結果を比較したところ、学級生活に満足している児童が１１ポイント増加した。 

●学校アンケート（毎学期実施） 
   １・３学期の結果を比較したところ、自尊感情に関わる項目で５ポイントの増加がみられた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）︓  
●保・小・中の連携    ⇒ 児童の実態把握や指導方法の理解が進むことにより更に系統だった指導 

ができる。 
●全学年が地域と交流  ⇒ 地域への情報発信ができ、教育活動への理解と協力が得られる。 
●継続的な取り組み   ⇒ ２年間のＰＤＣＡサイクルによる継続した取り組み改善で更なる効果の 

上積みが期待できる。 

＜資料＞                       ＜図＞ 

 

 

                          ACTION     PLAN 

（改善）      （計画） 

                         「単元の改善」 「人権学習単元」 
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                           (評価)   （実行） 

                         「指導訪問」 「授業実践」 

                                  「地域交流」 

 

 【人権学習単元様式】                     【人権教育研究構想図】 

 

＜写真①＞ 

 

 

 

 

            【研究授業】        【研究協議】 

＜写真②＞ 

 

 

 

 

【保育所との交流】   【小･中合同ボランティア清掃】 

＜写真③＞ 

 

 

 

 

             【神社祭礼見学】    【地域高齢者サロン訪問】 
 




